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万葉歌碑
所在地：新田　東地区広場北側

現存最古の全二十巻からなる和歌集です。成立
年代は不明ですが、巻一から３世紀以上掛けて編
まれ、全巻完成は８世紀末頃、大

お お と も の や か も ち

伴家持が編纂に
関わったとされています。皇族や貴族、歌人だけで
はなく、様々な階層の人の和歌が万葉仮名で4500
余首編まれており、高山村の万葉歌碑に彫られてい
る歌は、奈良以東の人々の歌「東

あ ず ま う た

歌」の一首です。

昭和９年(1934)に群馬県で陸軍特別大演習が行
われた際、聖駕奉迎を記念して、なぎなた坂の歌
碑とともに、村民の奉仕作業によって建立したもの
です。
『万葉集巻十四』3479番歌が彫られています。
安
あ か み や ま

可見夜麻　久
く さ ね か り そ け

左祢可利曽気　安
あ わ す か へ

波須賀倍
安
あ ら そ ふ い も し

良蘇布伊毛之　安
あ や に か な し も

夜爾可奈之毛
「赤見山の草を刈り取って男女が相逢うのに女性

が羞恥心から争うのがほんとうに愛らしい」という
意味合いの歌です。

「赤見山」を現在の「赤根山」と解釈し、高山村に関
連する一首として選ばれたためです。

万葉歌碑建立の２年前にあたる1932年発刊の
『上野歌解』という群馬に関わる和歌の注釈書を参
考に選んだと考えられます。「赤見山」の場所につい
ては諸説ありますが、赤根山を指す可能性について
明記されている、建立当時最新の3479番歌の注釈
でした。

『万葉集』について詳しい
方であれば、注釈書等を確認し、「赤見山は佐野市
の赤見山では？」と思われるかもしれません。佐野
市の赤見山付近には3423番歌や3425番歌の地名
もあるため、現代における有力説とされています。
「赤見山」に限らず、注釈の内容や通説、また万葉

仮名の訓みや文面自体も、史跡や古文書、現存以
外の古写本等が新たに発見されることにより考察
が変化します。全集や大系、集成i等も、改訂版が
出るたびに注釈を確認すると面白いかと思います。

高山村の万葉歌碑に彫られているたった31文字
だけでも、文芸としてだけではなく、国語学、民俗
学、地理学等の側面で楽しむことができるので、い
ままで『万葉集』に興味がなかった方も、少しのぞい
てみてください。

★『万葉集』って何？

※参考文献
・ 『たかやまの文化財』高山村教育委員会事務局/編、高

山村教育委員会/発行、2018.３.30改訂版
・ 『高山村誌』高山村誌編纂委員会/編集・発行、1972.

８.20
・ 木下正俊　他編『新編日本古典文学全集(８)萬葉集(３)』

小学館、1995.11.17
・ 佐竹昭広　他編『新日本古典文学大系　萬葉集　三』岩

波書店、2002.７.29
・ 青木生子　他編『新潮日本古典集成〈新装版〉　萬葉集　

三』新潮社、2015.７.31
・ 井 出 至、 毛 利 正 守『 新 校 注　 萬 葉 集 』 和 泉 書 院、

2008.10.１
・ 新里宝三「東歌における赤見山について」上代文学

(18)、1966.１
・ 橋本直香『上野歌解　復刊版』上野歌解刊行会、1932.

７.20
・ 荒木田楠千代『万葉集上野国歌　復刊版』煥乎堂、

1936.３.23
i  『新編日本古典文学全集』、『新日本古典文学大系』、『新潮
日本古典集成』

たかやまの文化財

★万葉歌碑とは……？

★なぜこの一首が彫られているの？

※３月の星空はおやすみします。
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た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
い
先
日
、
他
地
域
の
協
力
隊
に

指
摘
を
受
け
ま
し
た
。「
高
山
村
の

人
た
ち
は
、ど
ん
な
未
来
を
描
き
た
い

ん
だ
ろ
う
？
」そ
の
指
摘
を
受
け
た
と

き
に
、「
や
ば
、ち
ゃ
ん
と
聞
け
て
な
い

ー（
笑
）」
と
な
り
ま
し
た
。

高
山
村
は
、
今
後
ど
ん
な
未
来
を

描
い
て
い
く
の
が
い
い
ん
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
を
ま
た
い
ろ
ん
な
人
と
話

し
て
み
た
い
と
感
じ
て
い
る
の
が
今

の
気
分
で
す
。

さ
て
そ
れ
と
は
別
に
、
今
年
の
４

月
か
ら
『
高
山
村
100
人
カ
イ
ギ
』
を

開
催
し
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
100
人
カ
イ
ギ
は
全
国
の
各
地
域

で
開
催
さ
れ
て
い
て
、地
域
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
し
て
い
る
面
白
い
人
が

毎
月
５
人
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
登
壇
し
、
自
身
の
活
動
や
お
仕

事
・
趣
味
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う

機
会
で
す
。ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
100

人
に
到
達
し
た
ら
終
了
と
な
る
の
で
、

20
カ
月
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
告
知
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ち
な
み
に
高
山

村
で
の
100
人
カ
イ
ギ
開
催
は
全
国
で

一
番
少
な
い

人
口
規
模
で

す（
笑
）

そ
れ
で
は
、

ま
た
！
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こ
ち
ら
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
西
山
大
樹
」

ふ
じ
い
　
ひ
ま
り
　
さ
ん

「
大
き
く
な
っ
た
ら
、「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
」

に
な
り
た
い
で
す
！
」

ほ
し
の
　
の
ど
か
　
さ
ん

「
大
き
く
な
っ
た
ら
、「
ド
ー
ナ
ツ
屋
さ
ん
」
に
な
り

た
い
で
す
！
」

お
り
も
　
ら
い
ち
　
さ
ん

「
大
き
く
な
っ
た
ら
、「
サ
ッ
カ
ー
選
手
」
に
な
り
た

い
で
す
！
」

つ
づ
き
　
い
ち
か
　
さ
ん

「
大
き
く
な
っ
た
ら
、「
栗
花
落
カ
ナ
ヲ（
鬼
滅
の
刃
）」

に
な
り
た
い
で
す
！
」

は
ら
さ
わ
　
あ
お
　
さ
ん

「
大
き
く
な
っ
た
ら
、「
工
事
を
す
る
人
」
に
な
り
た

い
で
す
！
」

ム
『おひなさまをつくりました！』

ト ル ミ ュ ー ジ アリ

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
西
山
大
樹
で
す
。
協

力
隊
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
村
報

の
担
当
が
久
し
ぶ
り
で
少
し
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
た
か
や
ま
未
来
セ
ン

タ
ー
『
さ
と
の
わ
』
の
ス
ペ
ー
ス
の
一

角
の
担
当
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。最
近

は
、そ
の
ス
ペ
ー
ス
の
計
画
を
村
内
外

の
人
た
ち
100
人
に
プ
レ
ゼ
ン（
現
在

47
人
）し
な
が
ら
計
画
を
洗
練
さ
せ

て
い
ま
す
。現
在
は
「
吾
妻
エ
リ
ア
の

百
姓
に
100
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

場
『
ひ
ゃ
く
の
わ
』」
題
し
て
、
吾
妻

エ
リ
ア
の
美
味
し
い
野
菜
を
作
る
農

家
や
群
馬
県
周
辺
で
農
業
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
精
通

し
た
人
た
ち
が
集
ま
る
拠
点
を
『
さ

と
の
わ
』の
ス
ペ
ー
ス
一
角
に
つ
く
り


